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外 部 卓 話 
　「わが国・わが県の経済　現状と展望」
　　　日本銀行  岡山支店長　藤田  研二 様（岡山RC）
　わが国の経済は、所得から支出への前向きな循環が働くもとで、緩やかに拡大してい
ます。７～９月期には、相次ぐ自然災害により、企業の生産活動や輸出、個人消費にマイナ
スの影響がみられましたが、こうした影響は時間とともに徐 に々減衰していくとみられます。
岡山県においても、西日本豪雨は人的・物的に甚大な被害をもたらしましたが、経済活動
の面では、企業・行政の必死の努力により、マイナスの影響は最小限に食い止められており、結果的に、前向きの
経済循環は途切れませんでした。
　先行きを見渡すと、わが国経済、そして外需の追い風を受けてきたわが県経済にとっても、米国が進める保護
主義的な通商政策の影響は気になるところです。これまでのところ、わが国企業活動への直接的な影響は限定
的ですが、金融市場の動きなど間接的なルートを含め、世界経済、ひいてはわが県の経済活動へのインパクトを
注意してみていく必要があります。日本銀行は、こうした不確実性も踏まえつつ、わが国の経済が活力を取り戻し
ていけるよう、粘り強い金融緩和策を続けています。
　　　　　　　　　

出席の状況　
会員数　55名（内出席免除者　１名）　出席者数　39名（内出席免除者出席　１名）　欠席者数　16名
出席率　70.91％　　前々回訂正　94.55％　　　　
欠席者　相原，藤木，福元，原，日笠（常），堀川，加戸，鴨井，小菅，楠，松村，森本，大賀，大畑，
　　　　大饗，鈴木

会 長 報 告 会　長　竹　本　千代子
　ご結婚式を挙げられた高円宮家三女の絢子（あやこ）さま。翌30日の晩餐会で愛らしいピン
クのドレスをお召しになっておられたのを、みなさまもテレビニュースなどでご覧になったことと思
います。（ドレスのデザイナー  鈴木紀男）
　このドレスのシルク生地は、カンボジアの女性が織り上げたものだそうです。発展途上国の支
援に力を入れていた新郎の守谷慧（けい）さんのお母さまが、絢子さまのお母さま久子さまに贈ったものでした。慧
（けい）さんのお母さま守谷季美枝（もりやきみえ）さんは、「NPO法人国境なき子どもたち」の専務理事として、活
動を続けておられました。そして、タイのバンコクで活動中に突然の病に倒れ、56歳という若さで亡くなられました。
その尊い活動は、絢子さまのドレス姿を一段と輝かせ、日本中の方から祝福と賞賛が惜しみなく送られました。季
美枝さん亡き後もその魂の素晴らしさは、こうして語り継がれていくことでしょう。
　この「国境なき子どもたち」は、ストリートチルドレンや支援の対象になりにくい恵まれない子どもたちを支え続け
るという活動ですが、大宮中央RCや東京神宮（中野RC 2014年）などのRCが援助をされていました。
　こうした世界の尊い奉仕活動を支えている一つが、「ロータリー財団」です。この財団を提唱したアーチ・クラン
フ氏は、「ロータリー財団は、レンガや石の記念碑を建てるものではない。たとえ、大理石に碑名をきざんだとしても、
やがてはくずれてしまうだろう。真鍮を使ったとしても、いつかは汚れてしまうだろう。けれども、われわれがきざんだ
ものは永遠に輝き続け、文明の続く限り、ロータリーを不滅のものとするだろう」と発言しています。
　今日の私たちの奉仕活動は、とても素晴らしい活動です。胸を張って活動を続けてまいりましょう。
　最後になりましたが、今月は「ロータリー財団」月間です。どうぞよろしくお願い致します。

幹 事 報 告 幹　事　仲　田　錠　二
① ロータリーの友11月号、ガバナー月信Vol.5、本日の卓話の資料を配付しております。
② 11月25日㈰さん太ホールで開催いたします「高校生による岡山の歴史・文化研究フォーラ
ム」のご案内及び当日の担当表を配付しておりますので、ご出席いただきますようお願いい
たします。

③ 岡山旭川ロータリークラブより、11月18日㈰開催の「第4回岡山ネクステージジャズコンテスト」のご案内がござ
いましたので、回覧いたします。

④ 本日例会終了後13：30より、3F「エメラルドの間」において「第5回理事役員会」を開催いたしますので、理事役
員の皆様はご出席ください。

⑤ 11月7日㈬18時30分より、ホテルグランヴィア岡山2F「オリビエ」において「新会員歓迎会」を開催いたしますの
で、ご出席予定の皆様はよろしくお願いいたします。

⑥ 岡山北西ロータリークラブのバナーを在庫が少ないため作成いたしますが、バナーのデザインを変えてもよい
のではとのご意見があり、皆様にデザインを公募させていただきたいと存じます。よい案がございましたら幹事
までお知らせください。ご参考までに他クラブのバナーをお持ちしております。

⑦ 財団室NEWS11月号、バギオだより11月号、他クラブ週報を回覧いたします。
スマイル報告　 　　　

竹本会長 : 日本銀行岡山支店長藤田研二様、本日の卓話とても楽しみにしています。お忙しい中ありがとうござ
います。

仲田幹事 : 日本銀行岡山支店長藤田研二様、ようこそ岡山北西ロータリーへ。本日の卓話楽しみにしています。
高橋会員 : お札の元締め日銀支店長藤田様をお迎えしてスマイル。近年お札を刷れども刷れども、中心部の地

価と株価を除いて、物価の上昇がありません。特に地方岡山経済に対する対策として、辛口本音の
コメントをお願いします。

岡本（和）会員 : 藤田研二様、本日のご来会誠にありがとうございます。卓話を楽しみにしています。
小松原会員 : 日本銀行岡山支店長藤田様、本日は難しいお金のお話を解りやすくお話下さるとのこと、楽しみに

拝聴させて頂きます。ありがとうございます。東京からの新幹線が無事に12時に着き、例会に遅刻す
ることなく出席できました。

山下会員 : 巨人軍の監督に原辰徳氏が復帰しましたのでスマイルします。
笠原会員 : 長い事休みました。スマイルします。
丹治会員 : 結婚記念日のお花をありがとうございました。
日笠（伸）会員 : 今月は結婚記念の方が大勢いらっしゃいます。結婚記念のお花が届き、奥様がスマイルをされ

ましたらスマイルをお願いいたします。
ハローファクトリー : 売上の一部よりスマイルを頂いております。

 10件 32,480円（累計 687,622円）
誕生日スピーチ 　　洲　脇　史　朗　会員
　私はこの11月で70才になります。この年齢になると生まれ故郷が無性に懐かしくなるものです。
私は岡山市の一宮で生まれ、幼稚園の頃までそこで過ごしました。その頃、近くにあった吉備
津彦神社をよく訪れ、巨大な石灯籠に登って遊んでいたことを覚えています。
　そして70才を迎えた今、その吉備津彦神社をしばしば訪れるようになりました。私は大きな杉
の木の近くにある細長い休憩所が好きで、そこから社殿の奥に広がる吉備の中山を飽きもせず眺めています。過
ぎし日々 を回顧したり、これからの生活を思い描いたりしながら、１時間ほどゆったりした時間を過ごしています。
　もし皆さんが吉備津彦神社を訪れることがあり、巨木の近くにある休憩所に座ってボーと社殿と山を眺めてい
る男性がいたら声をかけてください。きっと私です。

野球同好会からのお知らせ 野球同好会幹事　日　笠　伸　之
　高松西RCと交流戦を行います。試合後は懇親会を行いますので皆様ふるってご参
加ください。
【試合】
・日時：2018年12月１日㈯14：30～16：30　※14時集合
・場所：高松市立東部運動公園 軟式野球場（高松市高松町1347－1）
【懇親会】
・時間：18：30から
・場所：天勝本店（高松市兵庫町７－８）
・会費：1人 6,000円

歴史同好会「伊勢旅行記10月7日～8日（中編）」 歴史同好会　幹事　岡本　和夫　会員
　本居宣長（1730～1801）の生家は小津家の分家で、本家初代は蒲生氏郷のもとで戦死した本居武秀の遺児
七右衛門である。小津家はさきに述べたように裕福な商人で、宣長も父と死別後叔父を頼って江戸へ出、商売の
道を歩みはじめた。しかし学問好きな宣長は商売の道を断念し、医学の修行のため京へ上った。契沖の『百人一
首改観抄』を読んで古典研究に目覚めた。出自を自覚し、小津から本姓の本居に改姓、名を宣長、号を春庵とし
た。京で医者になるも、2年後に松阪に帰り魚町で開業した。これより40年間にわたって医業と古典研究・門人教
育を行い、『古事記伝』を著した。紀伊徳川家の家中・藩医という身分も付与されていた。
　松阪は先にも述べたとおり、三井発祥の地である。少しだけふれておこう。三井高利（1622～1693）は父高俊・
母殊法の間に8人兄弟（男4人女4人）の末子として生まれた。家業は質屋を兼ねて酒・味噌を販売しており、「越
後殿の酒屋」と呼ばれていた。このため三井の「越後屋」という屋号が生まれ、現在の「三越」へと繋がっていく。
母がやり手で、節約と廃物利用を徹底し、「すぐれて細かく難しい人」であったという。長兄の江戸店を手伝うため
江戸へ出、商才を発揮する。妻かねとの間に十男五女をもうけ、子どもの成長に夢を託し、江戸店の拡張や京へ
進出する。江戸店は現在の日本銀行の構内にあった。店前売を始め、薄利多売・現金販売で業績は急速に伸び、
また金融でも、大名貸・家中貸・郷貸・米貸で巨利を得た。1667年紋所を「釘抜紋」から「丸に井筒三の文字」に
改定、今の就業規則に当たる店務や心得などを整備した。「一家一本　身上一致」を基本に据えて遺言書をし
たためている。墓所は京都黒谷の「真如堂」にある。
　歩いて名古屋から3日、大阪からだと5日かかっていたお伊勢参りも、今や団体だと高速道利用となる。日も傾き
はじめた頃、初日最後の二見浦観光に向かった。台風25号の余波か、白波が立つほどの風のなか、夫婦岩をバッ
クに多くの二人づれがシャッターを切っていた。浜参宮と称して、遷宮の際のお木曳きでは、参加者はあらかじめ
二見興玉神社に参拝してムクシオ（海草）を受ける習わしがある。薄暮のなか、宿のエクシブ鳥羽へ到着し、趣向
を凝らした料理と会話を楽しんだ。
　三重県といえば、真珠である。今では長崎県や愛媛県とともに三大産地の一つであるが、かつては常に全国
第一位の座を占めていた。ここで真珠王と呼ばれた御木本幸吉（1858～1954）にふれておこう。御木本は志摩国
鳥羽浦で生まれ、家業のうどんの製造販売を手伝っていたが、真珠が有望な貿易品であることに目をつけると、有
力者の知遇を得て、真珠の養殖の研究を始めた。35歳の時、施術した貝のなかから「貝付半円真珠」を発見し
特許を得た。事業家としても能力を発揮し、銀座をはじめ海外にも販路を広げていった。反面、特許出願や自身の
演出に強引なところもみられ、漁業権独占に対する反発も受けた。研究を主導した桑原乙吉、西川藤吉や見瀬辰
平は悲運な生涯を送ったともいわれている。

　翌8日は、台風一過晴天に恵まれ、「伊勢へ参らば朝熊を駆けよ　朝熊駆けねば片参り」の俚諺のとおり、朝熊山をめざした。展
望所では東の鳥羽沖の島々の向こうに伊良子水道と知多・渥美半島、さらに雲の合間に御岳がかすかに望めた。200㎞先の富士
山も見えるとのことであるが、生憎厚い雲に隠れており望めなかった。近くには金剛證寺がある。伊勢神宮の鬼門を守る寺として栄
え、参宮を終えたひとはこの寺へ詣で、更に伊雑宮や西国三十三ヵ所札所巡りに出かけたという。創建は6世紀半ばとされ、825年
空海が真言密教道場として中興したと伝えられている。その後の衰退を経て、1392年鎌倉建長寺5世の東岳文昱禅師が再興に尽
力し、以来真言宗から臨済宗に改宗し禅宗寺院となった。本堂の前には、鬼門の方角である丑寅に因んで福徳と智慧を授けるとし
て、福牛と智虎の像がある。江戸期以降、宗派を問わず葬儀のあとに朝熊山に登り、奥の院に卒塔婆を立て供養する「岳参り」「岳
詣」の風習がある。また、近くには朝熊山経塚群があって国の史跡に指定されており、国宝もみられる。
　スカイラインを下ると五十鈴川である。順路どおり外宮から参拝した。「天照大神」のお食事を司る神の「豊受大神」を祀り、内宮
創建から500年後に創建され、衣食住をはじめあらゆる神の守り神である。宇治・山田には参宮人の世話や馳走、さらに村々に出か
け営業案内をする御師がいた。明治4年に廃止されたが、記録では、宇治190家（檀家110万4318戸）、山田480家（檀家約459万
戸）であったという。伊勢歌舞伎場や妓楼もあり、おおいに活況を呈していたことであろう。昼食はおかげ横丁でとったが、界隈は相
変わらずの人手で賑わっていた。井原西鶴は「伊勢は人にかしこき所を見せずして、利発なり」と言っている。
　内宮は皇室のご祖神「天照大神」を祀っているが、前身は南伊勢の地方神で、在地豪族度会氏の守護神であったという説が有
力である。古代における神宮は、王権守護神として大王・天皇の独占的な信仰の対象となったが、中世以降天皇権力の後退ととも
に信仰者のために祈祷し、参宮者に宿泊所を提供するなど次第に性格を変えていった。15世紀中頃から約百年にわたって式年遷
宮は途絶えたが、勧進聖の活躍で再び民衆のなかに根付いていった。そして、平和な江戸時代になると伊勢参りは全盛を迎えた。
多い年で40万人余、少ない年でも20～24万人の参宮者がいたという。式年遷宮は天武天皇の時代に立制、持統天皇の時に第1
回が行われ、20年ごとに、直近では2013年（平成25年）に第62回目が行われた。山口祭に始まり、お木曳き、お白石持ちで内宮・外
宮の町内が参加し、最後に上がり参宮として正殿への参拝が行われる。また社殿造替後の古い用材は、三重県内の神社等に再
利用されている。関宿東追分の鳥居は、宇治橋南詰の鳥居が移されているとのことである。内宮神楽殿で「岡山北西RC歴史同好
会」の発展を祈願して、御神楽を奉納し「神札」と「神饌」を頂戴した。御神酒は車内で素焼きの杯でいただき、神のご加護を頂戴
しながら、歴史同好会の益々の発展を誓った。
　二日間にわたる旅行で参加者は皆、「昔の人はよく歩いたものだ」と感心し、また信仰、学問と商売にふれ、加えてこの地の料理に
も満足して帰路についた。途中、渋滞に出くわしたため、国道1号線を険しい鈴鹿峠を越して近江に入った。

11月お祝い行事

　

11月12日
「イニシエーションスピーチ」

　  森永  純有 会員
　  奥田  詠子 会員

11月19日
クラブフォーラム  
青少年奉仕/
歴史・文化研究フォーラム
青少年奉仕委員会   
  委員長　末吉 賢多 会員
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　「わが国・わが県の経済　現状と展望」
　　　日本銀行  岡山支店長　藤田  研二 様（岡山RC）
　わが国の経済は、所得から支出への前向きな循環が働くもとで、緩やかに拡大してい
ます。７～９月期には、相次ぐ自然災害により、企業の生産活動や輸出、個人消費にマイナ
スの影響がみられましたが、こうした影響は時間とともに徐 に々減衰していくとみられます。
岡山県においても、西日本豪雨は人的・物的に甚大な被害をもたらしましたが、経済活動
の面では、企業・行政の必死の努力により、マイナスの影響は最小限に食い止められており、結果的に、前向きの
経済循環は途切れませんでした。
　先行きを見渡すと、わが国経済、そして外需の追い風を受けてきたわが県経済にとっても、米国が進める保護
主義的な通商政策の影響は気になるところです。これまでのところ、わが国企業活動への直接的な影響は限定
的ですが、金融市場の動きなど間接的なルートを含め、世界経済、ひいてはわが県の経済活動へのインパクトを
注意してみていく必要があります。日本銀行は、こうした不確実性も踏まえつつ、わが国の経済が活力を取り戻し
ていけるよう、粘り強い金融緩和策を続けています。
　　　　　　　　　

出席の状況　
会員数　55名（内出席免除者　１名）　出席者数　39名（内出席免除者出席　１名）　欠席者数　16名
出席率　70.91％　　前々回訂正　94.55％　　　　
欠席者　相原，藤木，福元，原，日笠（常），堀川，加戸，鴨井，小菅，楠，松村，森本，大賀，大畑，
　　　　大饗，鈴木

会 長 報 告 会　長　竹　本　千代子
　ご結婚式を挙げられた高円宮家三女の絢子（あやこ）さま。翌30日の晩餐会で愛らしいピン
クのドレスをお召しになっておられたのを、みなさまもテレビニュースなどでご覧になったことと思
います。（ドレスのデザイナー  鈴木紀男）
　このドレスのシルク生地は、カンボジアの女性が織り上げたものだそうです。発展途上国の支
援に力を入れていた新郎の守谷慧（けい）さんのお母さまが、絢子さまのお母さま久子さまに贈ったものでした。慧
（けい）さんのお母さま守谷季美枝（もりやきみえ）さんは、「NPO法人国境なき子どもたち」の専務理事として、活
動を続けておられました。そして、タイのバンコクで活動中に突然の病に倒れ、56歳という若さで亡くなられました。
その尊い活動は、絢子さまのドレス姿を一段と輝かせ、日本中の方から祝福と賞賛が惜しみなく送られました。季
美枝さん亡き後もその魂の素晴らしさは、こうして語り継がれていくことでしょう。
　この「国境なき子どもたち」は、ストリートチルドレンや支援の対象になりにくい恵まれない子どもたちを支え続け
るという活動ですが、大宮中央RCや東京神宮（中野RC 2014年）などのRCが援助をされていました。
　こうした世界の尊い奉仕活動を支えている一つが、「ロータリー財団」です。この財団を提唱したアーチ・クラン
フ氏は、「ロータリー財団は、レンガや石の記念碑を建てるものではない。たとえ、大理石に碑名をきざんだとしても、
やがてはくずれてしまうだろう。真鍮を使ったとしても、いつかは汚れてしまうだろう。けれども、われわれがきざんだ
ものは永遠に輝き続け、文明の続く限り、ロータリーを不滅のものとするだろう」と発言しています。
　今日の私たちの奉仕活動は、とても素晴らしい活動です。胸を張って活動を続けてまいりましょう。
　最後になりましたが、今月は「ロータリー財団」月間です。どうぞよろしくお願い致します。

幹 事 報 告 幹　事　仲　田　錠　二
① ロータリーの友11月号、ガバナー月信Vol.5、本日の卓話の資料を配付しております。
② 11月25日㈰さん太ホールで開催いたします「高校生による岡山の歴史・文化研究フォーラ
ム」のご案内及び当日の担当表を配付しておりますので、ご出席いただきますようお願いい
たします。

③ 岡山旭川ロータリークラブより、11月18日㈰開催の「第4回岡山ネクステージジャズコンテスト」のご案内がござ
いましたので、回覧いたします。

④ 本日例会終了後13：30より、3F「エメラルドの間」において「第5回理事役員会」を開催いたしますので、理事役
員の皆様はご出席ください。

⑤ 11月7日㈬18時30分より、ホテルグランヴィア岡山2F「オリビエ」において「新会員歓迎会」を開催いたしますの
で、ご出席予定の皆様はよろしくお願いいたします。

⑥ 岡山北西ロータリークラブのバナーを在庫が少ないため作成いたしますが、バナーのデザインを変えてもよい
のではとのご意見があり、皆様にデザインを公募させていただきたいと存じます。よい案がございましたら幹事
までお知らせください。ご参考までに他クラブのバナーをお持ちしております。

⑦ 財団室NEWS11月号、バギオだより11月号、他クラブ週報を回覧いたします。
スマイル報告　 　　　
竹本会長 : 日本銀行岡山支店長藤田研二様、本日の卓話とても楽しみにしています。お忙しい中ありがとうござ

います。
仲田幹事 : 日本銀行岡山支店長藤田研二様、ようこそ岡山北西ロータリーへ。本日の卓話楽しみにしています。
高橋会員 : お札の元締め日銀支店長藤田様をお迎えしてスマイル。近年お札を刷れども刷れども、中心部の地

価と株価を除いて、物価の上昇がありません。特に地方岡山経済に対する対策として、辛口本音の
コメントをお願いします。

岡本（和）会員 : 藤田研二様、本日のご来会誠にありがとうございます。卓話を楽しみにしています。
小松原会員 : 日本銀行岡山支店長藤田様、本日は難しいお金のお話を解りやすくお話下さるとのこと、楽しみに

拝聴させて頂きます。ありがとうございます。東京からの新幹線が無事に12時に着き、例会に遅刻す
ることなく出席できました。

山下会員 : 巨人軍の監督に原辰徳氏が復帰しましたのでスマイルします。
笠原会員 : 長い事休みました。スマイルします。
丹治会員 : 結婚記念日のお花をありがとうございました。
日笠（伸）会員 : 今月は結婚記念の方が大勢いらっしゃいます。結婚記念のお花が届き、奥様がスマイルをされ

ましたらスマイルをお願いいたします。
ハローファクトリー : 売上の一部よりスマイルを頂いております。

 10件 32,480円（累計 687,622円）
誕生日スピーチ 　　洲　脇　史　朗　会員
　私はこの11月で70才になります。この年齢になると生まれ故郷が無性に懐かしくなるものです。
私は岡山市の一宮で生まれ、幼稚園の頃までそこで過ごしました。その頃、近くにあった吉備
津彦神社をよく訪れ、巨大な石灯籠に登って遊んでいたことを覚えています。
　そして70才を迎えた今、その吉備津彦神社をしばしば訪れるようになりました。私は大きな杉
の木の近くにある細長い休憩所が好きで、そこから社殿の奥に広がる吉備の中山を飽きもせず眺めています。過
ぎし日々 を回顧したり、これからの生活を思い描いたりしながら、１時間ほどゆったりした時間を過ごしています。
　もし皆さんが吉備津彦神社を訪れることがあり、巨木の近くにある休憩所に座ってボーと社殿と山を眺めてい
る男性がいたら声をかけてください。きっと私です。

野球同好会からのお知らせ 野球同好会幹事　日　笠　伸　之
　高松西RCと交流戦を行います。試合後は懇親会を行いますので皆様ふるってご参
加ください。
【試合】
・日時：2018年12月１日㈯14：30～16：30　※14時集合
・場所：高松市立東部運動公園 軟式野球場（高松市高松町1347－1）
【懇親会】
・時間：18：30から
・場所：天勝本店（高松市兵庫町７－８）
・会費：1人 6,000円

歴史同好会「伊勢旅行記10月7日～8日（中編）」 歴史同好会　幹事　岡本　和夫　会員
　本居宣長（1730～1801）の生家は小津家の分家で、本家初代は蒲生氏郷のもとで戦死した本居武秀の遺児
七右衛門である。小津家はさきに述べたように裕福な商人で、宣長も父と死別後叔父を頼って江戸へ出、商売の
道を歩みはじめた。しかし学問好きな宣長は商売の道を断念し、医学の修行のため京へ上った。契沖の『百人一
首改観抄』を読んで古典研究に目覚めた。出自を自覚し、小津から本姓の本居に改姓、名を宣長、号を春庵とし
た。京で医者になるも、2年後に松阪に帰り魚町で開業した。これより40年間にわたって医業と古典研究・門人教
育を行い、『古事記伝』を著した。紀伊徳川家の家中・藩医という身分も付与されていた。
　松阪は先にも述べたとおり、三井発祥の地である。少しだけふれておこう。三井高利（1622～1693）は父高俊・
母殊法の間に8人兄弟（男4人女4人）の末子として生まれた。家業は質屋を兼ねて酒・味噌を販売しており、「越
後殿の酒屋」と呼ばれていた。このため三井の「越後屋」という屋号が生まれ、現在の「三越」へと繋がっていく。
母がやり手で、節約と廃物利用を徹底し、「すぐれて細かく難しい人」であったという。長兄の江戸店を手伝うため
江戸へ出、商才を発揮する。妻かねとの間に十男五女をもうけ、子どもの成長に夢を託し、江戸店の拡張や京へ
進出する。江戸店は現在の日本銀行の構内にあった。店前売を始め、薄利多売・現金販売で業績は急速に伸び、
また金融でも、大名貸・家中貸・郷貸・米貸で巨利を得た。1667年紋所を「釘抜紋」から「丸に井筒三の文字」に
改定、今の就業規則に当たる店務や心得などを整備した。「一家一本　身上一致」を基本に据えて遺言書をし
たためている。墓所は京都黒谷の「真如堂」にある。
　歩いて名古屋から3日、大阪からだと5日かかっていたお伊勢参りも、今や団体だと高速道利用となる。日も傾き
はじめた頃、初日最後の二見浦観光に向かった。台風25号の余波か、白波が立つほどの風のなか、夫婦岩をバッ
クに多くの二人づれがシャッターを切っていた。浜参宮と称して、遷宮の際のお木曳きでは、参加者はあらかじめ
二見興玉神社に参拝してムクシオ（海草）を受ける習わしがある。薄暮のなか、宿のエクシブ鳥羽へ到着し、趣向
を凝らした料理と会話を楽しんだ。
　三重県といえば、真珠である。今では長崎県や愛媛県とともに三大産地の一つであるが、かつては常に全国
第一位の座を占めていた。ここで真珠王と呼ばれた御木本幸吉（1858～1954）にふれておこう。御木本は志摩国
鳥羽浦で生まれ、家業のうどんの製造販売を手伝っていたが、真珠が有望な貿易品であることに目をつけると、有
力者の知遇を得て、真珠の養殖の研究を始めた。35歳の時、施術した貝のなかから「貝付半円真珠」を発見し
特許を得た。事業家としても能力を発揮し、銀座をはじめ海外にも販路を広げていった。反面、特許出願や自身の
演出に強引なところもみられ、漁業権独占に対する反発も受けた。研究を主導した桑原乙吉、西川藤吉や見瀬辰
平は悲運な生涯を送ったともいわれている。

－１－

例会プログラム例会プログラム

前回11月５日の例会記録前回11月５日の例会記録

　翌8日は、台風一過晴天に恵まれ、「伊勢へ参らば朝熊を駆けよ　朝熊駆けねば片参り」の俚諺のとおり、朝熊山をめざした。展
望所では東の鳥羽沖の島々の向こうに伊良子水道と知多・渥美半島、さらに雲の合間に御岳がかすかに望めた。200㎞先の富士
山も見えるとのことであるが、生憎厚い雲に隠れており望めなかった。近くには金剛證寺がある。伊勢神宮の鬼門を守る寺として栄
え、参宮を終えたひとはこの寺へ詣で、更に伊雑宮や西国三十三ヵ所札所巡りに出かけたという。創建は6世紀半ばとされ、825年
空海が真言密教道場として中興したと伝えられている。その後の衰退を経て、1392年鎌倉建長寺5世の東岳文昱禅師が再興に尽
力し、以来真言宗から臨済宗に改宗し禅宗寺院となった。本堂の前には、鬼門の方角である丑寅に因んで福徳と智慧を授けるとし
て、福牛と智虎の像がある。江戸期以降、宗派を問わず葬儀のあとに朝熊山に登り、奥の院に卒塔婆を立て供養する「岳参り」「岳
詣」の風習がある。また、近くには朝熊山経塚群があって国の史跡に指定されており、国宝もみられる。
　スカイラインを下ると五十鈴川である。順路どおり外宮から参拝した。「天照大神」のお食事を司る神の「豊受大神」を祀り、内宮
創建から500年後に創建され、衣食住をはじめあらゆる神の守り神である。宇治・山田には参宮人の世話や馳走、さらに村々に出か
け営業案内をする御師がいた。明治4年に廃止されたが、記録では、宇治190家（檀家110万4318戸）、山田480家（檀家約459万
戸）であったという。伊勢歌舞伎場や妓楼もあり、おおいに活況を呈していたことであろう。昼食はおかげ横丁でとったが、界隈は相
変わらずの人手で賑わっていた。井原西鶴は「伊勢は人にかしこき所を見せずして、利発なり」と言っている。
　内宮は皇室のご祖神「天照大神」を祀っているが、前身は南伊勢の地方神で、在地豪族度会氏の守護神であったという説が有
力である。古代における神宮は、王権守護神として大王・天皇の独占的な信仰の対象となったが、中世以降天皇権力の後退ととも
に信仰者のために祈祷し、参宮者に宿泊所を提供するなど次第に性格を変えていった。15世紀中頃から約百年にわたって式年遷
宮は途絶えたが、勧進聖の活躍で再び民衆のなかに根付いていった。そして、平和な江戸時代になると伊勢参りは全盛を迎えた。
多い年で40万人余、少ない年でも20～24万人の参宮者がいたという。式年遷宮は天武天皇の時代に立制、持統天皇の時に第1
回が行われ、20年ごとに、直近では2013年（平成25年）に第62回目が行われた。山口祭に始まり、お木曳き、お白石持ちで内宮・外
宮の町内が参加し、最後に上がり参宮として正殿への参拝が行われる。また社殿造替後の古い用材は、三重県内の神社等に再
利用されている。関宿東追分の鳥居は、宇治橋南詰の鳥居が移されているとのことである。内宮神楽殿で「岡山北西RC歴史同好
会」の発展を祈願して、御神楽を奉納し「神札」と「神饌」を頂戴した。御神酒は車内で素焼きの杯でいただき、神のご加護を頂戴
しながら、歴史同好会の益々の発展を誓った。
　二日間にわたる旅行で参加者は皆、「昔の人はよく歩いたものだ」と感心し、また信仰、学問と商売にふれ、加えてこの地の料理に
も満足して帰路についた。途中、渋滞に出くわしたため、国道1号線を険しい鈴鹿峠を越して近江に入った。

11月お祝い行事

　



外 部 卓 話 
　「わが国・わが県の経済　現状と展望」
　　　日本銀行  岡山支店長　藤田  研二 様（岡山RC）
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の面では、企業・行政の必死の努力により、マイナスの影響は最小限に食い止められており、結果的に、前向きの
経済循環は途切れませんでした。
　先行きを見渡すと、わが国経済、そして外需の追い風を受けてきたわが県経済にとっても、米国が進める保護
主義的な通商政策の影響は気になるところです。これまでのところ、わが国企業活動への直接的な影響は限定
的ですが、金融市場の動きなど間接的なルートを含め、世界経済、ひいてはわが県の経済活動へのインパクトを
注意してみていく必要があります。日本銀行は、こうした不確実性も踏まえつつ、わが国の経済が活力を取り戻し
ていけるよう、粘り強い金融緩和策を続けています。
　　　　　　　　　

出席の状況　
会員数　55名（内出席免除者　１名）　出席者数　39名（内出席免除者出席　１名）　欠席者数　16名
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欠席者　相原，藤木，福元，原，日笠（常），堀川，加戸，鴨井，小菅，楠，松村，森本，大賀，大畑，
　　　　大饗，鈴木

会 長 報 告 会　長　竹　本　千代子
　ご結婚式を挙げられた高円宮家三女の絢子（あやこ）さま。翌30日の晩餐会で愛らしいピン
クのドレスをお召しになっておられたのを、みなさまもテレビニュースなどでご覧になったことと思
います。（ドレスのデザイナー  鈴木紀男）
　このドレスのシルク生地は、カンボジアの女性が織り上げたものだそうです。発展途上国の支
援に力を入れていた新郎の守谷慧（けい）さんのお母さまが、絢子さまのお母さま久子さまに贈ったものでした。慧
（けい）さんのお母さま守谷季美枝（もりやきみえ）さんは、「NPO法人国境なき子どもたち」の専務理事として、活
動を続けておられました。そして、タイのバンコクで活動中に突然の病に倒れ、56歳という若さで亡くなられました。
その尊い活動は、絢子さまのドレス姿を一段と輝かせ、日本中の方から祝福と賞賛が惜しみなく送られました。季
美枝さん亡き後もその魂の素晴らしさは、こうして語り継がれていくことでしょう。
　この「国境なき子どもたち」は、ストリートチルドレンや支援の対象になりにくい恵まれない子どもたちを支え続け
るという活動ですが、大宮中央RCや東京神宮（中野RC 2014年）などのRCが援助をされていました。
　こうした世界の尊い奉仕活動を支えている一つが、「ロータリー財団」です。この財団を提唱したアーチ・クラン
フ氏は、「ロータリー財団は、レンガや石の記念碑を建てるものではない。たとえ、大理石に碑名をきざんだとしても、
やがてはくずれてしまうだろう。真鍮を使ったとしても、いつかは汚れてしまうだろう。けれども、われわれがきざんだ
ものは永遠に輝き続け、文明の続く限り、ロータリーを不滅のものとするだろう」と発言しています。
　今日の私たちの奉仕活動は、とても素晴らしい活動です。胸を張って活動を続けてまいりましょう。
　最後になりましたが、今月は「ロータリー財団」月間です。どうぞよろしくお願い致します。

幹 事 報 告 幹　事　仲　田　錠　二
① ロータリーの友11月号、ガバナー月信Vol.5、本日の卓話の資料を配付しております。
② 11月25日㈰さん太ホールで開催いたします「高校生による岡山の歴史・文化研究フォーラ
ム」のご案内及び当日の担当表を配付しておりますので、ご出席いただきますようお願いい
たします。

③ 岡山旭川ロータリークラブより、11月18日㈰開催の「第4回岡山ネクステージジャズコンテスト」のご案内がござ
いましたので、回覧いたします。

④ 本日例会終了後13：30より、3F「エメラルドの間」において「第5回理事役員会」を開催いたしますので、理事役
員の皆様はご出席ください。

⑤ 11月7日㈬18時30分より、ホテルグランヴィア岡山2F「オリビエ」において「新会員歓迎会」を開催いたしますの
で、ご出席予定の皆様はよろしくお願いいたします。

⑥ 岡山北西ロータリークラブのバナーを在庫が少ないため作成いたしますが、バナーのデザインを変えてもよい
のではとのご意見があり、皆様にデザインを公募させていただきたいと存じます。よい案がございましたら幹事
までお知らせください。ご参考までに他クラブのバナーをお持ちしております。

⑦ 財団室NEWS11月号、バギオだより11月号、他クラブ週報を回覧いたします。
スマイル報告　 　　　

竹本会長 : 日本銀行岡山支店長藤田研二様、本日の卓話とても楽しみにしています。お忙しい中ありがとうござ
います。

仲田幹事 : 日本銀行岡山支店長藤田研二様、ようこそ岡山北西ロータリーへ。本日の卓話楽しみにしています。
高橋会員 : お札の元締め日銀支店長藤田様をお迎えしてスマイル。近年お札を刷れども刷れども、中心部の地

価と株価を除いて、物価の上昇がありません。特に地方岡山経済に対する対策として、辛口本音の
コメントをお願いします。

岡本（和）会員 : 藤田研二様、本日のご来会誠にありがとうございます。卓話を楽しみにしています。
小松原会員 : 日本銀行岡山支店長藤田様、本日は難しいお金のお話を解りやすくお話下さるとのこと、楽しみに

拝聴させて頂きます。ありがとうございます。東京からの新幹線が無事に12時に着き、例会に遅刻す
ることなく出席できました。

山下会員 : 巨人軍の監督に原辰徳氏が復帰しましたのでスマイルします。
笠原会員 : 長い事休みました。スマイルします。
丹治会員 : 結婚記念日のお花をありがとうございました。
日笠（伸）会員 : 今月は結婚記念の方が大勢いらっしゃいます。結婚記念のお花が届き、奥様がスマイルをされ

ましたらスマイルをお願いいたします。
ハローファクトリー : 売上の一部よりスマイルを頂いております。

 10件 32,480円（累計 687,622円）
誕生日スピーチ 　　洲　脇　史　朗　会員
　私はこの11月で70才になります。この年齢になると生まれ故郷が無性に懐かしくなるものです。
私は岡山市の一宮で生まれ、幼稚園の頃までそこで過ごしました。その頃、近くにあった吉備
津彦神社をよく訪れ、巨大な石灯籠に登って遊んでいたことを覚えています。
　そして70才を迎えた今、その吉備津彦神社をしばしば訪れるようになりました。私は大きな杉
の木の近くにある細長い休憩所が好きで、そこから社殿の奥に広がる吉備の中山を飽きもせず眺めています。過
ぎし日々 を回顧したり、これからの生活を思い描いたりしながら、１時間ほどゆったりした時間を過ごしています。
　もし皆さんが吉備津彦神社を訪れることがあり、巨木の近くにある休憩所に座ってボーと社殿と山を眺めてい
る男性がいたら声をかけてください。きっと私です。

野球同好会からのお知らせ 野球同好会幹事　日　笠　伸　之
　高松西RCと交流戦を行います。試合後は懇親会を行いますので皆様ふるってご参
加ください。
【試合】
・日時：2018年12月１日㈯14：30～16：30　※14時集合
・場所：高松市立東部運動公園 軟式野球場（高松市高松町1347－1）
【懇親会】
・時間：18：30から
・場所：天勝本店（高松市兵庫町７－８）
・会費：1人 6,000円

歴史同好会「伊勢旅行記10月7日～8日（中編）」 歴史同好会　幹事　岡本　和夫　会員
　本居宣長（1730～1801）の生家は小津家の分家で、本家初代は蒲生氏郷のもとで戦死した本居武秀の遺児
七右衛門である。小津家はさきに述べたように裕福な商人で、宣長も父と死別後叔父を頼って江戸へ出、商売の
道を歩みはじめた。しかし学問好きな宣長は商売の道を断念し、医学の修行のため京へ上った。契沖の『百人一
首改観抄』を読んで古典研究に目覚めた。出自を自覚し、小津から本姓の本居に改姓、名を宣長、号を春庵とし
た。京で医者になるも、2年後に松阪に帰り魚町で開業した。これより40年間にわたって医業と古典研究・門人教
育を行い、『古事記伝』を著した。紀伊徳川家の家中・藩医という身分も付与されていた。
　松阪は先にも述べたとおり、三井発祥の地である。少しだけふれておこう。三井高利（1622～1693）は父高俊・
母殊法の間に8人兄弟（男4人女4人）の末子として生まれた。家業は質屋を兼ねて酒・味噌を販売しており、「越
後殿の酒屋」と呼ばれていた。このため三井の「越後屋」という屋号が生まれ、現在の「三越」へと繋がっていく。
母がやり手で、節約と廃物利用を徹底し、「すぐれて細かく難しい人」であったという。長兄の江戸店を手伝うため
江戸へ出、商才を発揮する。妻かねとの間に十男五女をもうけ、子どもの成長に夢を託し、江戸店の拡張や京へ
進出する。江戸店は現在の日本銀行の構内にあった。店前売を始め、薄利多売・現金販売で業績は急速に伸び、
また金融でも、大名貸・家中貸・郷貸・米貸で巨利を得た。1667年紋所を「釘抜紋」から「丸に井筒三の文字」に
改定、今の就業規則に当たる店務や心得などを整備した。「一家一本　身上一致」を基本に据えて遺言書をし
たためている。墓所は京都黒谷の「真如堂」にある。
　歩いて名古屋から3日、大阪からだと5日かかっていたお伊勢参りも、今や団体だと高速道利用となる。日も傾き
はじめた頃、初日最後の二見浦観光に向かった。台風25号の余波か、白波が立つほどの風のなか、夫婦岩をバッ
クに多くの二人づれがシャッターを切っていた。浜参宮と称して、遷宮の際のお木曳きでは、参加者はあらかじめ
二見興玉神社に参拝してムクシオ（海草）を受ける習わしがある。薄暮のなか、宿のエクシブ鳥羽へ到着し、趣向
を凝らした料理と会話を楽しんだ。
　三重県といえば、真珠である。今では長崎県や愛媛県とともに三大産地の一つであるが、かつては常に全国
第一位の座を占めていた。ここで真珠王と呼ばれた御木本幸吉（1858～1954）にふれておこう。御木本は志摩国
鳥羽浦で生まれ、家業のうどんの製造販売を手伝っていたが、真珠が有望な貿易品であることに目をつけると、有
力者の知遇を得て、真珠の養殖の研究を始めた。35歳の時、施術した貝のなかから「貝付半円真珠」を発見し
特許を得た。事業家としても能力を発揮し、銀座をはじめ海外にも販路を広げていった。反面、特許出願や自身の
演出に強引なところもみられ、漁業権独占に対する反発も受けた。研究を主導した桑原乙吉、西川藤吉や見瀬辰
平は悲運な生涯を送ったともいわれている。

－２－

クラブ情報 クラブ情報 

　翌8日は、台風一過晴天に恵まれ、「伊勢へ参らば朝熊を駆けよ　朝熊駆けねば片参り」の俚諺のとおり、朝熊山をめざした。展
望所では東の鳥羽沖の島々の向こうに伊良子水道と知多・渥美半島、さらに雲の合間に御岳がかすかに望めた。200㎞先の富士
山も見えるとのことであるが、生憎厚い雲に隠れており望めなかった。近くには金剛證寺がある。伊勢神宮の鬼門を守る寺として栄
え、参宮を終えたひとはこの寺へ詣で、更に伊雑宮や西国三十三ヵ所札所巡りに出かけたという。創建は6世紀半ばとされ、825年
空海が真言密教道場として中興したと伝えられている。その後の衰退を経て、1392年鎌倉建長寺5世の東岳文昱禅師が再興に尽
力し、以来真言宗から臨済宗に改宗し禅宗寺院となった。本堂の前には、鬼門の方角である丑寅に因んで福徳と智慧を授けるとし
て、福牛と智虎の像がある。江戸期以降、宗派を問わず葬儀のあとに朝熊山に登り、奥の院に卒塔婆を立て供養する「岳参り」「岳
詣」の風習がある。また、近くには朝熊山経塚群があって国の史跡に指定されており、国宝もみられる。
　スカイラインを下ると五十鈴川である。順路どおり外宮から参拝した。「天照大神」のお食事を司る神の「豊受大神」を祀り、内宮
創建から500年後に創建され、衣食住をはじめあらゆる神の守り神である。宇治・山田には参宮人の世話や馳走、さらに村々に出か
け営業案内をする御師がいた。明治4年に廃止されたが、記録では、宇治190家（檀家110万4318戸）、山田480家（檀家約459万
戸）であったという。伊勢歌舞伎場や妓楼もあり、おおいに活況を呈していたことであろう。昼食はおかげ横丁でとったが、界隈は相
変わらずの人手で賑わっていた。井原西鶴は「伊勢は人にかしこき所を見せずして、利発なり」と言っている。
　内宮は皇室のご祖神「天照大神」を祀っているが、前身は南伊勢の地方神で、在地豪族度会氏の守護神であったという説が有
力である。古代における神宮は、王権守護神として大王・天皇の独占的な信仰の対象となったが、中世以降天皇権力の後退ととも
に信仰者のために祈祷し、参宮者に宿泊所を提供するなど次第に性格を変えていった。15世紀中頃から約百年にわたって式年遷
宮は途絶えたが、勧進聖の活躍で再び民衆のなかに根付いていった。そして、平和な江戸時代になると伊勢参りは全盛を迎えた。
多い年で40万人余、少ない年でも20～24万人の参宮者がいたという。式年遷宮は天武天皇の時代に立制、持統天皇の時に第1
回が行われ、20年ごとに、直近では2013年（平成25年）に第62回目が行われた。山口祭に始まり、お木曳き、お白石持ちで内宮・外
宮の町内が参加し、最後に上がり参宮として正殿への参拝が行われる。また社殿造替後の古い用材は、三重県内の神社等に再
利用されている。関宿東追分の鳥居は、宇治橋南詰の鳥居が移されているとのことである。内宮神楽殿で「岡山北西RC歴史同好
会」の発展を祈願して、御神楽を奉納し「神札」と「神饌」を頂戴した。御神酒は車内で素焼きの杯でいただき、神のご加護を頂戴
しながら、歴史同好会の益々の発展を誓った。
　二日間にわたる旅行で参加者は皆、「昔の人はよく歩いたものだ」と感心し、また信仰、学問と商売にふれ、加えてこの地の料理に
も満足して帰路についた。途中、渋滞に出くわしたため、国道1号線を険しい鈴鹿峠を越して近江に入った。

11月お祝い行事

　



外 部 卓 話 
　「わが国・わが県の経済　現状と展望」
　　　日本銀行  岡山支店長　藤田  研二 様（岡山RC）
　わが国の経済は、所得から支出への前向きな循環が働くもとで、緩やかに拡大してい
ます。７～９月期には、相次ぐ自然災害により、企業の生産活動や輸出、個人消費にマイナ
スの影響がみられましたが、こうした影響は時間とともに徐 に々減衰していくとみられます。
岡山県においても、西日本豪雨は人的・物的に甚大な被害をもたらしましたが、経済活動
の面では、企業・行政の必死の努力により、マイナスの影響は最小限に食い止められており、結果的に、前向きの
経済循環は途切れませんでした。
　先行きを見渡すと、わが国経済、そして外需の追い風を受けてきたわが県経済にとっても、米国が進める保護
主義的な通商政策の影響は気になるところです。これまでのところ、わが国企業活動への直接的な影響は限定
的ですが、金融市場の動きなど間接的なルートを含め、世界経済、ひいてはわが県の経済活動へのインパクトを
注意してみていく必要があります。日本銀行は、こうした不確実性も踏まえつつ、わが国の経済が活力を取り戻し
ていけるよう、粘り強い金融緩和策を続けています。
　　　　　　　　　

出席の状況　
会員数　55名（内出席免除者　１名）　出席者数　39名（内出席免除者出席　１名）　欠席者数　16名
出席率　70.91％　　前々回訂正　94.55％　　　　
欠席者　相原，藤木，福元，原，日笠（常），堀川，加戸，鴨井，小菅，楠，松村，森本，大賀，大畑，
　　　　大饗，鈴木

会 長 報 告 会　長　竹　本　千代子
　ご結婚式を挙げられた高円宮家三女の絢子（あやこ）さま。翌30日の晩餐会で愛らしいピン
クのドレスをお召しになっておられたのを、みなさまもテレビニュースなどでご覧になったことと思
います。（ドレスのデザイナー  鈴木紀男）
　このドレスのシルク生地は、カンボジアの女性が織り上げたものだそうです。発展途上国の支
援に力を入れていた新郎の守谷慧（けい）さんのお母さまが、絢子さまのお母さま久子さまに贈ったものでした。慧
（けい）さんのお母さま守谷季美枝（もりやきみえ）さんは、「NPO法人国境なき子どもたち」の専務理事として、活
動を続けておられました。そして、タイのバンコクで活動中に突然の病に倒れ、56歳という若さで亡くなられました。
その尊い活動は、絢子さまのドレス姿を一段と輝かせ、日本中の方から祝福と賞賛が惜しみなく送られました。季
美枝さん亡き後もその魂の素晴らしさは、こうして語り継がれていくことでしょう。
　この「国境なき子どもたち」は、ストリートチルドレンや支援の対象になりにくい恵まれない子どもたちを支え続け
るという活動ですが、大宮中央RCや東京神宮（中野RC 2014年）などのRCが援助をされていました。
　こうした世界の尊い奉仕活動を支えている一つが、「ロータリー財団」です。この財団を提唱したアーチ・クラン
フ氏は、「ロータリー財団は、レンガや石の記念碑を建てるものではない。たとえ、大理石に碑名をきざんだとしても、
やがてはくずれてしまうだろう。真鍮を使ったとしても、いつかは汚れてしまうだろう。けれども、われわれがきざんだ
ものは永遠に輝き続け、文明の続く限り、ロータリーを不滅のものとするだろう」と発言しています。
　今日の私たちの奉仕活動は、とても素晴らしい活動です。胸を張って活動を続けてまいりましょう。
　最後になりましたが、今月は「ロータリー財団」月間です。どうぞよろしくお願い致します。

幹 事 報 告 幹　事　仲　田　錠　二
① ロータリーの友11月号、ガバナー月信Vol.5、本日の卓話の資料を配付しております。
② 11月25日㈰さん太ホールで開催いたします「高校生による岡山の歴史・文化研究フォーラ
ム」のご案内及び当日の担当表を配付しておりますので、ご出席いただきますようお願いい
たします。

③ 岡山旭川ロータリークラブより、11月18日㈰開催の「第4回岡山ネクステージジャズコンテスト」のご案内がござ
いましたので、回覧いたします。

④ 本日例会終了後13：30より、3F「エメラルドの間」において「第5回理事役員会」を開催いたしますので、理事役
員の皆様はご出席ください。

⑤ 11月7日㈬18時30分より、ホテルグランヴィア岡山2F「オリビエ」において「新会員歓迎会」を開催いたしますの
で、ご出席予定の皆様はよろしくお願いいたします。

⑥ 岡山北西ロータリークラブのバナーを在庫が少ないため作成いたしますが、バナーのデザインを変えてもよい
のではとのご意見があり、皆様にデザインを公募させていただきたいと存じます。よい案がございましたら幹事
までお知らせください。ご参考までに他クラブのバナーをお持ちしております。

⑦ 財団室NEWS11月号、バギオだより11月号、他クラブ週報を回覧いたします。
スマイル報告　 　　　
竹本会長 : 日本銀行岡山支店長藤田研二様、本日の卓話とても楽しみにしています。お忙しい中ありがとうござ

います。
仲田幹事 : 日本銀行岡山支店長藤田研二様、ようこそ岡山北西ロータリーへ。本日の卓話楽しみにしています。
高橋会員 : お札の元締め日銀支店長藤田様をお迎えしてスマイル。近年お札を刷れども刷れども、中心部の地

価と株価を除いて、物価の上昇がありません。特に地方岡山経済に対する対策として、辛口本音の
コメントをお願いします。

岡本（和）会員 : 藤田研二様、本日のご来会誠にありがとうございます。卓話を楽しみにしています。
小松原会員 : 日本銀行岡山支店長藤田様、本日は難しいお金のお話を解りやすくお話下さるとのこと、楽しみに

拝聴させて頂きます。ありがとうございます。東京からの新幹線が無事に12時に着き、例会に遅刻す
ることなく出席できました。

山下会員 : 巨人軍の監督に原辰徳氏が復帰しましたのでスマイルします。
笠原会員 : 長い事休みました。スマイルします。
丹治会員 : 結婚記念日のお花をありがとうございました。
日笠（伸）会員 : 今月は結婚記念の方が大勢いらっしゃいます。結婚記念のお花が届き、奥様がスマイルをされ

ましたらスマイルをお願いいたします。
ハローファクトリー : 売上の一部よりスマイルを頂いております。

 10件 32,480円（累計 687,622円）
誕生日スピーチ 　　洲　脇　史　朗　会員
　私はこの11月で70才になります。この年齢になると生まれ故郷が無性に懐かしくなるものです。
私は岡山市の一宮で生まれ、幼稚園の頃までそこで過ごしました。その頃、近くにあった吉備
津彦神社をよく訪れ、巨大な石灯籠に登って遊んでいたことを覚えています。
　そして70才を迎えた今、その吉備津彦神社をしばしば訪れるようになりました。私は大きな杉
の木の近くにある細長い休憩所が好きで、そこから社殿の奥に広がる吉備の中山を飽きもせず眺めています。過
ぎし日々 を回顧したり、これからの生活を思い描いたりしながら、１時間ほどゆったりした時間を過ごしています。
　もし皆さんが吉備津彦神社を訪れることがあり、巨木の近くにある休憩所に座ってボーと社殿と山を眺めてい
る男性がいたら声をかけてください。きっと私です。

野球同好会からのお知らせ 野球同好会幹事　日　笠　伸　之
　高松西RCと交流戦を行います。試合後は懇親会を行いますので皆様ふるってご参
加ください。
【試合】
・日時：2018年12月１日㈯14：30～16：30　※14時集合
・場所：高松市立東部運動公園 軟式野球場（高松市高松町1347－1）
【懇親会】
・時間：18：30から
・場所：天勝本店（高松市兵庫町７－８）
・会費：1人 6,000円

歴史同好会「伊勢旅行記10月7日～8日（中編）」 歴史同好会　幹事　岡本　和夫　会員
　本居宣長（1730～1801）の生家は小津家の分家で、本家初代は蒲生氏郷のもとで戦死した本居武秀の遺児
七右衛門である。小津家はさきに述べたように裕福な商人で、宣長も父と死別後叔父を頼って江戸へ出、商売の
道を歩みはじめた。しかし学問好きな宣長は商売の道を断念し、医学の修行のため京へ上った。契沖の『百人一
首改観抄』を読んで古典研究に目覚めた。出自を自覚し、小津から本姓の本居に改姓、名を宣長、号を春庵とし
た。京で医者になるも、2年後に松阪に帰り魚町で開業した。これより40年間にわたって医業と古典研究・門人教
育を行い、『古事記伝』を著した。紀伊徳川家の家中・藩医という身分も付与されていた。
　松阪は先にも述べたとおり、三井発祥の地である。少しだけふれておこう。三井高利（1622～1693）は父高俊・
母殊法の間に8人兄弟（男4人女4人）の末子として生まれた。家業は質屋を兼ねて酒・味噌を販売しており、「越
後殿の酒屋」と呼ばれていた。このため三井の「越後屋」という屋号が生まれ、現在の「三越」へと繋がっていく。
母がやり手で、節約と廃物利用を徹底し、「すぐれて細かく難しい人」であったという。長兄の江戸店を手伝うため
江戸へ出、商才を発揮する。妻かねとの間に十男五女をもうけ、子どもの成長に夢を託し、江戸店の拡張や京へ
進出する。江戸店は現在の日本銀行の構内にあった。店前売を始め、薄利多売・現金販売で業績は急速に伸び、
また金融でも、大名貸・家中貸・郷貸・米貸で巨利を得た。1667年紋所を「釘抜紋」から「丸に井筒三の文字」に
改定、今の就業規則に当たる店務や心得などを整備した。「一家一本　身上一致」を基本に据えて遺言書をし
たためている。墓所は京都黒谷の「真如堂」にある。
　歩いて名古屋から3日、大阪からだと5日かかっていたお伊勢参りも、今や団体だと高速道利用となる。日も傾き
はじめた頃、初日最後の二見浦観光に向かった。台風25号の余波か、白波が立つほどの風のなか、夫婦岩をバッ
クに多くの二人づれがシャッターを切っていた。浜参宮と称して、遷宮の際のお木曳きでは、参加者はあらかじめ
二見興玉神社に参拝してムクシオ（海草）を受ける習わしがある。薄暮のなか、宿のエクシブ鳥羽へ到着し、趣向
を凝らした料理と会話を楽しんだ。
　三重県といえば、真珠である。今では長崎県や愛媛県とともに三大産地の一つであるが、かつては常に全国
第一位の座を占めていた。ここで真珠王と呼ばれた御木本幸吉（1858～1954）にふれておこう。御木本は志摩国
鳥羽浦で生まれ、家業のうどんの製造販売を手伝っていたが、真珠が有望な貿易品であることに目をつけると、有
力者の知遇を得て、真珠の養殖の研究を始めた。35歳の時、施術した貝のなかから「貝付半円真珠」を発見し
特許を得た。事業家としても能力を発揮し、銀座をはじめ海外にも販路を広げていった。反面、特許出願や自身の
演出に強引なところもみられ、漁業権独占に対する反発も受けた。研究を主導した桑原乙吉、西川藤吉や見瀬辰
平は悲運な生涯を送ったともいわれている。

－３－

本日のメニュー（11月12日）　
鴨肉と茄子　和のテイストを添えて
牛肉のポワレと焼野菜、牛蒡のソース
デザート　　　コーヒー　　　パンとバター

次回のメニュー（11月19日（ヘルシーメニュー））　
　丼　　　親子丼（サーモン　いくら醤油漬け　炒り胡麻
　　　　　大葉　檸檬　山葵　舎利　県産昔醤油）
小　鉢　　法蓮草の胡麻和え　菊花
小　皿　　葱入り出し巻　染卸し
赤出汁　　二種盛り

　　会報部会／楠　慎平・山田喜広・原　全伸

　翌8日は、台風一過晴天に恵まれ、「伊勢へ参らば朝熊を駆けよ　朝熊駆けねば片参り」の俚諺のとおり、朝熊山をめざした。展
望所では東の鳥羽沖の島々の向こうに伊良子水道と知多・渥美半島、さらに雲の合間に御岳がかすかに望めた。200㎞先の富士
山も見えるとのことであるが、生憎厚い雲に隠れており望めなかった。近くには金剛證寺がある。伊勢神宮の鬼門を守る寺として栄
え、参宮を終えたひとはこの寺へ詣で、更に伊雑宮や西国三十三ヵ所札所巡りに出かけたという。創建は6世紀半ばとされ、825年
空海が真言密教道場として中興したと伝えられている。その後の衰退を経て、1392年鎌倉建長寺5世の東岳文昱禅師が再興に尽
力し、以来真言宗から臨済宗に改宗し禅宗寺院となった。本堂の前には、鬼門の方角である丑寅に因んで福徳と智慧を授けるとし
て、福牛と智虎の像がある。江戸期以降、宗派を問わず葬儀のあとに朝熊山に登り、奥の院に卒塔婆を立て供養する「岳参り」「岳
詣」の風習がある。また、近くには朝熊山経塚群があって国の史跡に指定されており、国宝もみられる。
　スカイラインを下ると五十鈴川である。順路どおり外宮から参拝した。「天照大神」のお食事を司る神の「豊受大神」を祀り、内宮
創建から500年後に創建され、衣食住をはじめあらゆる神の守り神である。宇治・山田には参宮人の世話や馳走、さらに村々に出か
け営業案内をする御師がいた。明治4年に廃止されたが、記録では、宇治190家（檀家110万4318戸）、山田480家（檀家約459万
戸）であったという。伊勢歌舞伎場や妓楼もあり、おおいに活況を呈していたことであろう。昼食はおかげ横丁でとったが、界隈は相
変わらずの人手で賑わっていた。井原西鶴は「伊勢は人にかしこき所を見せずして、利発なり」と言っている。
　内宮は皇室のご祖神「天照大神」を祀っているが、前身は南伊勢の地方神で、在地豪族度会氏の守護神であったという説が有
力である。古代における神宮は、王権守護神として大王・天皇の独占的な信仰の対象となったが、中世以降天皇権力の後退ととも
に信仰者のために祈祷し、参宮者に宿泊所を提供するなど次第に性格を変えていった。15世紀中頃から約百年にわたって式年遷
宮は途絶えたが、勧進聖の活躍で再び民衆のなかに根付いていった。そして、平和な江戸時代になると伊勢参りは全盛を迎えた。
多い年で40万人余、少ない年でも20～24万人の参宮者がいたという。式年遷宮は天武天皇の時代に立制、持統天皇の時に第1
回が行われ、20年ごとに、直近では2013年（平成25年）に第62回目が行われた。山口祭に始まり、お木曳き、お白石持ちで内宮・外
宮の町内が参加し、最後に上がり参宮として正殿への参拝が行われる。また社殿造替後の古い用材は、三重県内の神社等に再
利用されている。関宿東追分の鳥居は、宇治橋南詰の鳥居が移されているとのことである。内宮神楽殿で「岡山北西RC歴史同好
会」の発展を祈願して、御神楽を奉納し「神札」と「神饌」を頂戴した。御神酒は車内で素焼きの杯でいただき、神のご加護を頂戴
しながら、歴史同好会の益々の発展を誓った。
　二日間にわたる旅行で参加者は皆、「昔の人はよく歩いたものだ」と感心し、また信仰、学問と商売にふれ、加えてこの地の料理に
も満足して帰路についた。途中、渋滞に出くわしたため、国道1号線を険しい鈴鹿峠を越して近江に入った。

11月お祝い行事

　

前回メニュー（11月5日） ： 
造り　鰆炙り　瀬戸内鯛　鮪
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